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225　　　 反復 自然流 産 に 対 す る リン パ 球皮 内

免疫療法 後 の 出生 児に 関する 研究

226 音楽 の 新生児 に 対す る鎮静効果に つ い て

慶應大
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〔目 的〕 当院産婦人 科 に お け る不妊 症 治療 の 一
環

として ，反 復す る 自 然 流 産 に 対 して 体系 づ けた検

索 ・ 治療法を行 い ，その 登録対 象者も300 名を越え

た。 こ の 中 で HI 、A 適 合 夫 婦 の 一
部 に リン パ 球免 疫

療法 を行 い ，次回 の 妊 娠維 持 に 多 くの 成功 例 をみ

た 。 本研 究で は本 療法後 。分娩 を経 た 生 児に そ の

後 の
一

般 f。110w　up 　 study を行 い ， 分 析 する こ とを

目的と した 。

〔方法 〕 リン パ 球 免疫 治療後 ， 生 まれ た 18 名の 新

生 児 ， 小児 に つ い て アン ケート調査 ，

一部面 接を行

い ，そ の 内 16 名 に つ い て 統計 分析 を行 っ た 。

〔成績 〕 本 療 法 前の 平均流産 ， 3．2±0，77回 ， 父親

33．1±4，33才，母 親 32．9 ±4．45 才で あ っ た 。 免疫療 法

后 の 妊 娠 の 平 均 在胎 週 数 は 38 週 であっ た。 生 下時

の 性別 は 男 ：女＝10：6 ，平均体重 男児 3306 ±317 ．09m

（mean ±SD ），女児3082 ± 324 ．43m ，身長は男児50．1

±2．29an ，女 児 49．2± 1．57cm。
　 APGAR 　score はす べ

て 1分 後 9 点 で あ っ た 。 い ずれ の 児も，特 記す べ き

奇形 を認 めなか っ た。また分娩 様式 は ，経腟分娩

14例 ， 帝王 切 開 2 例 （適応 32 週 重症妊 娠中毒症 と

38 週 CPD ）で あ っ た 。 調 査 時 ，最年長 児 は 1 才 8

カ月，、最 年 少 児は 2 カ 月 で あ り，いずれ の 例 も体重 ，

身長 の 発 育 は 「昭和 59 年 の 厚 生 の 指標」の 全 国平

均 に 比 して 差 異 を認 めなか っ た。生 後 の 既往 症に

は 特記 す べ きも の は 全例 み られ ず ， 耳 眼 の 五 感 の

発 育 も正 常 で あ っ た 。 歯芽の 発 育 も 正 常 。運 動機

能 ， 精神発達 ，言 語 の 発達 ，社 会性 に も特 記す べ

き異 常 はみ られ なか っ た 。

〔結論 〕 生 児の follow　up に は ，こ の 他 免 疫学 的

検 索 も必要 で あ る が ，リン パ 球 免 疫 後の 出 生 児に

は
一

般 調 査 で 特 記 す べ き 異 常 を 認 め なか っ た 。

〔目的 〕成熟新生児に 異 な っ た 音楽を 聞 か せ ， 児

の 体動観察 と瞬時心 拍数，呼 吸曲線 の 変 化か ら鎮

静効果 の 判定を行い ， 新生 児保育 に お け る 快 い 音

響環境を知 る こ と を 目的 と し た e 〔方法 〕授乳 終

了 直後 か ら約 1 時間後の 新生児を 静 か な環境 下 に

置 き ， 221 例の 児に 音量約75 ・dB の 音楽 （子守歌，

ピ ア ノ 曲，ジ ャ ズ 曲 ，
ロ ッ ク ）を聞か せ た ・音 楽

刺激の 前後 5 分間 を対 照 とし て 20 分間，新生 児監

視 装置 を使 い て 心 拍数，呼 吸 の モ ニ ターを 行 い ，

同時に 記録誌上 に 児 の 体動を記入後 ， 心 拍数 と呼

吸 の 変 化を肉眼 的 に 解 読 し，児 の 状態 を ， 心 拍数

、基線が 10bpm 前後下 降し vuriab 玉lity が 10bpm 以下 に

減少 し，呼吸 曲線 の 安定 し た 睡眠状態と，va 血 bilitア

が 10bpm 以上 あ り体 動 に 伴 うAccel．eratiG 皿 を認 め る

覚醒状態 （開 眼，吸啜 ， 欠伸 ， 上肢運動など）と，心

拍数基 線が 上 昇 し ， 呼吸曲線 が 乱 れ る 啼 泣 状態 の

3 群 に 分類 しt：　’〔成績 〕  非音刺激群は ， 啼泣

児 の 81 ％ が 10 分 以 上 泣 き続 けた ・  子守歌 で は ，

啼泣状 態 に あ る68 例 中57 例 （84 ％）が 睡 眠 な い し

覚 醒状態 に 移 り鎮静効果を認 め た ・  ピア ノ 曲 で

は， 80％（28／35 ）が鎮静 し た ・  ジ ャ ズ曲で は ，

啼泣 状態 の 児 の 80％（12／ 15 ）が 効 果 な く，睡眠状

態の 児の 86 ％（18／21 ）は 睡 眠が持続 した ．  ロ
ッ

ク 音 楽 で は 36 ％（5 ／ 14 ）の 児に 鎮静 効果 を認 めた．

睡 眠状態 の 13 ％（2／ 15）は 覚 醒 した ・  ロ ッ ク 音楽

に 反 応 を示 した 5 例 中 3 例の 母親が 妊娠中 も ロ
ッ ．

ク調 音楽 に 興味 を も っ て い た ・〔結 論 〕  低 嗣波

音で 帯域が 狭 い 単調な リズ ム の 子守歌 や ピ ア ノ 曲 は

児 に 快い 音刺激 とな り鎮静効果を示すが，帯域 が広 く

高 周波音 が不規 則 に 加 わ る ジ ャ ズや ロ ッ ク は 鎮静 効

果に 乏 しい ・  一度深 い 睡 眠状 態 に な る と， ほ とんど

の 場合は ジ ャ ズや ロ ッ ク も睡 眠障害 に な らな い ・  母親

の音楽趣向が児 に 影 響を及 ぼ す可 能性が示 唆 された・
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